
 

 政 策 Ⅰ－２－(1)－①  

 

１．政策及び 15 年度重点施策等 

政 策 システミックリスクの未然防止 

 
15 年度 

重点施策 
預金保険法第 102 条の適切な運用 

参考指標 りそな銀行の経営健全化計画の履行状況 

 

２．政策の目標等 

法定任務 金融機能の安定 

 基本目標 金融システムの安定が確保されていること 

 

 重点目標 

金融機能の安定に支障が生じる事態が顕現化せず、安定が維持さ

れ、金融機関破綻時においても混乱なく円滑な処理が図られるこ

と 

   

３．政策の内容 

 

預金保険法第７章の諸規定に基づき、我が国又は金融機関が業務を行っている地域の信

用秩序の維持に極めて重大な支障が生じるおそれがある場合、それを未然に防止するため、

金融危機対応会議の議を経て、必要な措置※1 を講ずるとともに適切なフォローアップ等

を行います。 

 

４．現状分析及び外部要因 

 

我が国の経済情勢を見ると、企業部門の改善が進み、景気は着実な回復を続けており、

株価も今事務年度は上昇傾向にありました。他方、依然として緩やかなデフレ状況にあり、

地価の下落も続いています。企業部門の改善は債権の健全化に資する一方、デフレは企業

の実質債務負担を増加させ、地価の下落は担保価値を引き下げ、引き続き金融機関の経営

環境を厳しいものとしています。 

デフレと不良債権問題との間には相互関係があり、集中調整期間※2終了後におけるデフ

                                            
※1 ①破綻又は債務超過でない金融機関については、第１号措置(資本増強) 

②破綻金融機関又は債務超過の金融機関については、第２号措置（ﾍﾟｲｵﾌｺｽﾄ超の資金援助） 

③債務超過の破綻銀行等については、第３号措置（特別危機管理） 

 
※2 集中調整期間は、中期的に民間需要主導の成長を実現するための重要な準備期間（2004 年度まで） 



 

レからの脱却を確実なものとするため、金融再生プログラム等の着実な実施による、より

強固な金融システムの構築が必要です。 

 

５．事務運営についての報告及び評価 

  

（１）事務運営についての報告 

  

（りそなグループ）  

預金保険法に基づき公的資金による資本増強を受けたりそなグループから提出され

た経営健全化計画に関しては、その履行状況につき報告を求め、平成 15 年３月期につ

いては同年８月に、15 年９月期については同年 12 月に、その内容を公表しました。 

   その詳細については「経営健全化計画の履行状況報告について」（15 年８月７日、15

年 12 月 25 日）にて公表しています※3。 

 

（足利銀行） 

株式会社足利銀行については、預金保険法第 102 条に基づき、15 年 11 月、金融危機

対応会議の議を経て、同行に対して、同条第１項の第３号措置を講ずる必要がある旨の

認定を行うと同時に、預金保険機構が同行の株式を取得することの決定（特別危機管理

開始決定）を行いました。 

同年 12 月、足利銀行の取締役及び監査役の指名及び選任により、新経営陣が発足し

ました。 

また、同年 12 月、足利銀行に対し、「経営に関する計画」の作成及び提出を命じたと

ころ、16 年２月、「経営に関する計画」が提出・公表されました※4。さらに、同年６月、

16 年３月期決算を踏まえ策定された「経営に関する計画」が提出・公表されました※5。 

 

（２）評価 

 

 （りそなグループ） 

りそなグループは、17 年３月末までをりそな再生のための「集中再生期間」と位置

付け、15 年６月に就任した新経営陣の新たな経営方針の下、企業価値の最大化に向け

て、確固たる財務基盤を構築するため、15 年９月期中間決算において財務改革を実施

し、将来のリスクファクターを徹底的に排除するため、関係会社・関連ノンバンクの完

全処理、キャッシュフローベースの引当強化等の取組みを行ったところです。 

  また、りそなグループは、15 年 11 月に、新経営陣の下で新しい経営健全化計画を策

                                            
※3 http://www.fsa.go.jp/kenzenka/f_h150807/resona_hd.pdf, http://www.fsa.go.jp/kenzenka/f_h151225/resona_hd.pdf 
※4 http://www.fsa.go.jp/news/newsj/15/ginkou/f-20040206-1a.pdf 
※5  http://www.fsa.go.jp/news/newsj/15/ginkou/f-20040611-2a.pdf 



 

定・公表しました。この計画は、「りそな再生」、「持続的な黒字経営への体質転換」の

ため、「集中再生期間」における数値目標、施策をとりまとめたものとの位置付けとな

っています。 

  さらに、16 年３月期の決算においてりそなグループは、中間期に財務改革を実施し

たため通期では大幅赤字であるものの、下期については経営健全化計画の計画値を上回

る黒字を達成しています。 

このように、りそなグループは新経営陣の下で、経営の健全性を確保しつつ、収益力

の向上を通じた企業価値の増大に向け、新しい経営健全化計画の策定を含む「集中再生

期間」における様々な取組みを行っているところです。 

当局としても、経営健全化計画が着実に履行されるよう、適切にフォローアップする

ことで金融機能の安定に寄与するものと考えます。 

 

 （足利銀行） 

足利銀行については、同行の規模や、栃木県における融資比率が極めて高率であるこ

となどから、現在の金融環境の下、同行が果たしている金融機能の維持が必要不可欠で

あることなどを総合的に勘案し、金融危機対応会議の議を経て、第３号措置を講じまし

た。 

この第３号措置の適用により、足利銀行においては、通常の業務が行われ、預金等負

債については、全額保護されることとなり、また、融資面についても、同行において、

善意かつ健全な借り手への融資についてきめ細やかな対応が図られることにより、栃木

県を中心とする地域の信用秩序の維持に極めて重大な支障が生じることを回避するこ

とができました。 

また、足利銀行から 16 年６月に提出・公表された「経営に関する計画」は、地域金

融機関としてのビジネスモデル、16 年３月期決算を踏まえた収益計画並びに計画達成

に向けた具体的な施策を示したものであり、第３号措置が適用された趣旨を十分に踏ま

えたものとなっています。 

 

６．今後の課題 

 

（りそなグループ） 

りそなグループについては、経営健全化計画の着実な履行を通じ、徹底的な経営改革

を図り、収益性を十分向上させていくことにより、経営改善が図られ、内部留保の蓄積

を含め企業価値が高められていくこととなると考えており、引き続き、経営健全化計画

が着実に履行されるよう、厳正なフォローアップに努める必要があります。 

 

（足利銀行） 

足利銀行においては、「経営に関する計画」に沿って、引き続き、経営改革を進める

とともに、地域金融の円滑化、中小企業等の再生に積極的に取り組むこと等により、企



 

業価値の向上に努め、公的コストの最小化を図りつつ、できる限り早期に第３号措置を

終えることが重要であると考えています。  

  

７．当該政策に係る端的な結論 

 

 政策の達成に向けて成果が上がっており、今後もこれまでの取組みを進めていく必要が

あります。 

（りそなグループについては、新経営陣の下、経営改革が行われ、様々な施策に取り組んで

いるところであり、引き続き、経営健全化計画が着実に履行されるよう、厳正なフォロー

アップに努める必要があります。） 

（足利銀行については、同行に対する第３号措置の適用により、栃木県を中心とする地域の

信用秩序の維持に極めて重大な支障が生じることを回避しました。また、同行においては、

新経営陣の下、「経営に関する計画」が策定され、同計画に沿って、適切な業務運営を確

保しつつ、経営改革が進められているところであり、引き続き、同計画に沿って、経営改

革を進めるとともに、地域金融の円滑化、中小企業等の再生に積極的に取り組むこと等に

より、同行の企業価値の向上に努め、公的コストの最小化を図りつつ、できる限り早期に

第３号措置を終えることが重要であると考えています。） 

 

  

８．学識経験を有する者の知見の活用 

 

  政策評価に関する有識者会議 

 

９．注記（政策効果の把握方法又は使用資料等） 

 

 〔政策効果把握方法〕 

   政策効果は、りそなグループの経営の健全化のための計画の履行状況に関する報告書

等や金融機関の預金動向及び資金繰り動向等を参考にしつつ、把握に努めました。 

 

〔使用資料等〕 

・ りそなグループの経営の健全化のための計画の履行状況に関する報告書 等 

・ 金融機関の預金動向 

・ 金融機関の資金繰り動向 

 

１０．担当部局 

  監督局総務課金融危機対応室 


